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空中用消火バケツを装備したヘリコプター

中学生による提案発表（上２）と東城小児童による発表（下）

　

11
月
18
日
、
口
和
総
合
運
動
公
園
周
辺

一
帯
で
、
市
と
市
消
防
団
お
よ
び
備
北
地

区
消
防
組
合
が
主
催
の
、
平
成
30
年
度
庄

原
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
庄
原
警

察
署
、
口
和
自
治
振
興
区
、
広
島
県
防
災

航
空
隊
を
加
え
た
６
団
体
、
約
１
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、大
規
模
な
林
野
火
災
に
よ
り
、

口
和
地
域
で
多
数
被
害
が
発
生
し
て
い
る

と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、
初
期
消
火
訓
練

を
は
じ
め
、
林
野
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
、
ド

ロ
ー
ン
を
使
っ
た
情
報
収
集
伝
達
訓
練
、

防
火
帯
設
置
訓
練
の
ほ
か
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
空
中
散
水
訓
練
、
吊
り
上
げ

救
助
訓
練
な
ど
全
13
種
目
の
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
の
講
評
で
、
備
北
地
区
消

防
組
合
庄
原
消
防
署
の
山や

ま
ぞ
え添
徳の

り
ひ
ろ宏
署
長
は

「
林
野
火
災
発
生
時
に
お
け
る
関
係
機
関

と
の
連
携
の
取
り
方
が
再
確
認
で
き
、
有

意
義
な
訓
練
と
な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

地域防災力向上を目指す
平成30年度庄原市総合防災訓練

危機
管理課

百歳を迎えた小
こ だ

田トシコさん（実留町）（中央）

木山市長から感謝状が手渡された

庄原産新鮮野菜などを販売

海外からの観光客も立ち寄った

市長が長寿者を表敬訪問
100歳以上の方に敬老祝金を贈呈

高齢者
福祉課

災害対応に貢献
平成30年７月豪雨における感謝状を贈呈

危機
管理課

　

市
と
西
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
広
島
支
社
は
10
月
26

日
、再
開
発
が
進
ん
で
い
る
、

注
目
の
広
島
駅
北
口
で
「
庄

原
里
山
マ
ル
シ
ェ
at
広
島

駅
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
マ
ル
シ
ェ
は
、
庄
原
市
の

秋
の
観
光
Ｐ
Ｒ
と
お
い
し
い

商
品
を
対
面
販
売
す
る
こ
と

で
、
誘
客
や
認
知
度
向
上
、

販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
庄
原
市
の
活
性

化
施
策
の
第
２
弾
と
し
て
行

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
庄
原
市
道
の
駅

等
連
絡
協
議
会
員
や
、
逸
品

づ
く
り
事
業
者
な
ど
10
店
舗

が
参
加
し
ま
し
た
。
新
米
、

大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、

ト
マ
ト
、
リ
ン
ゴ
な
ど
の
新

鮮
な
野
菜
や
果
物
を
は
じ

め
、
ジ
ャ
ム
、
ハ
チ
ミ
ツ
、

庄原のおいしいが広島駅に集結
庄原里山マルシェat 広島駅

観光
振興課

　

木
山
耕
三
市
長
が
10
月

か
ら
12
月
に
か
け
、
長
寿

を
祝
福
す
る
た
め
、
市
内

の
百
歳
以
上
の
高
齢
者
を

訪
問
し
、
敬
老
祝
金
を
手

渡
し
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、

本
年
度
中
に
満
百
歳
を
迎

え
る
方
（
基
準
日
／
９
月

15
日
の
「
老
人
の
日
」）

に
贈
ら
れ
る
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
の
お
祝
い
状
と
記

念
品
の
銀
杯
を
手
渡
し
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
敬
老
祝
金
贈

呈
対
象
者
（
大
正
８
年
３

月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
は
77
人
（
男
性
13

人
・
女
性
64
人
）、
市
内

最
高
齢
者
は
女
性
が
満

１
０
６
歳
の
方
、
男
性
が

満
１
０
２
歳
の
方
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

11
月
18
日
、口
和
総
合
運
動
公
園
で
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
発
生
に
際

し
、
住
民
避
難
や
応
急
対
応
、
市
民
生

活
へ
の
支
援
お
よ
び
再
建
な
ど
に
貢
献

を
し
た
団
体
、事
業
者
な
ど
に
対
し
て
、

木
山
耕
三
市
長
は
、
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

▼
避
難
の
呼
び
か
け
協
力

・
庄
原
市
消
防
団

・
庄
原
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

▼
避
難
所
の
開
設
・
運
営
へ
の
協
力
、

避
難
者
の
受
け
入
れ

・
庄
原
市
自
治
振
興
区
連
合
会

▼
早
期
復
旧
に
向
け
た
対
応
協
力

・
甲
奴
郡
森
林
組
合

▼
早
期
生
活
再
建
へ
の
協
力

・
㈲
大
谷
衛
生
社

・
㈲
西
城
清
掃
社

・
㈲
ス
テ
ッ
プ

・
㈲
東
環

・
㈲
比
婆
西
清
掃
社

ケ
ー
キ
、
せ
ん
べ
い
な
ど
も

販
売
し
ま
し
た
。
出
店
者
か

ら
は
「
広
島
駅
は
と
て
も
人

通
り
が
多
く
、
継
続
的
に

開
催
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
」

「
お
客
か
ら
の
、『
次
の
開
催

は
い
つ
？
』
と
の
質
問
が
多

か
っ
た
。
今
後
も
定
期
的
に

開
催
し
て
庄
原
を
Ｐ
Ｒ
で
き

れ
ば
と
思
う
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

広
島
駅
は
通
勤
・
通
学
者

や
近
隣
住
民
、
県
内
外
の
観

光
客
、
海
外
か
ら
の
観
光
客

な
ど
、
多
種
多
様
な
人
々
が

多
く
行
き
交
う
場
所
で
す
。

今
後
も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て「
お
い
し
い
庄
原
」

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

西城紫水高校の生徒も真剣に取り組んだ

　

10
月
10
日
に
峰
田
小
学
校
、

25
日
に
西
城
紫
水
高
校
で
「
親

の
力
」
を
ま
な
び
あ
う
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
通
称
「
親
プ
ロ
」

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
親
プ

ロ
は
、
参
加
者
同
士
が
育
児
の

場
面
で
の
悩
み
な
ど
を
話
し
合

い
な
が
ら
、
子
ど
も
や
家
族
へ

の
対
応
の
仕
方
や
問
題
解
決
方

法
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
よ
う

開
発
さ
れ
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

　

峰
田
小
学
校
で
は
、
保
護
者

と
教
職
員
が
、
親
離
れ
し
て
い

く
時
期
の
子
ど
も
の
心
身
の
変

化
や
、
子
ど
も
の
主
体
性
を
伸

ば
す
親
の
在
り
方
に
つ
い
て
学

び
合
い
、「
み
ん
な
同
じ
よ
う

に
悩
ん
で
い
る
と
感
じ
た
」「
自

分
の
子
育
て
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　

西
城
紫
水
高
校
で
は
、
生
徒

が
、
子
育
て
準
備
期
に
親
と
し

て
命
に
関
わ
る
責
任
の
重
さ
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。生
徒
は
、

「
親
に
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
」「
自
分
と
親
と
の
関
係

と
は
」
と
真
剣
に
考
え
、
意
見

発
表
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
親
プ

ロ
講
座
の
実
施
を
希
望
す
る
団

体
へ
、
講
座
の
進
行
を
行
う
親

プ
ロ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
派

「親の力」をまなびあう
親プロ講座

生涯
学習課

遣
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
生
涯

学
習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

●
親
プ
ロ
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.shobara.

h
ir

o
sh

im
a

.jp
/

m
a

in
/

education/shogaigakushu/
post_967.htm
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10
月
28
日
、「
庄
原
の
未
来
、

10
年
後
の
ふ
る
さ
と
庄
原
」
を

テ
ー
マ
に
、
庄
原
市
民
会
館
で
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
約

６
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
東
城
小
５
年
生
が
、
東

城
の
四
季
や
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

心
を
、
美
し
い
音
楽
に
の
せ
て
群

読
や
歌
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
内
７
中
学
校
の
生

徒
の
代
表
が
、「
私
た
ち
が
創
る
、

10
年
後
の
ふ
る
さ
と
庄
原
～
『
庄

原
の
魅
力
』
発
信
プ
ラ
ン
～
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
提
案
発
表
を
し
ま

し
た
。
庄
原
の
観
光
大
使
の
提
案

を
は
じ
め
、
空
き
家
の
活
用
や
庄

原
の
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

立
ち
上
げ
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
や
Ｐ
Ｒ

動
画
の
作
成
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

具
体
策
を
発
表
し
ま
し
た
。
小
中

学
生
が
堂
々
と
自
分
の
思
い
を
表

現
す
る
姿
に
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
民
間
出
身

の
校
長
と
し
て
活
躍
し
、
現
在
も

教
育
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る

藤ふ
じ
は
ら原
和か

ず
ひ
ろ博
さ
ん
が
、「
10
年
後
、

庄原の未来を学校・家庭・地域が一緒になって考える
庄原市教育フォーラム

教育
指導課

君
に
仕
事
は
あ
る
の
か
？
」
と
題

し
て
講
演
を
し
ま
し
た
。
今
後
、

Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ
な
い
た
め

に
は
、
正
解
が
無
い
か
、
正
解
が

１
つ
で
は
な
い
問
題
を
解
決
す
る

力
で
あ
る
「
情
報
編
集
力
」
が
特

に
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
参
加

者
同
士
で
の
協
議
を
交
え
な
が
ら

の
テ
ン
ポ
の
よ
い
講
演
で
、
会
場

全
体
が
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
小
中
学
生

の
発
表
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

が
あ
ふ
れ
る
発
表
で
す
ば
ら
し

か
っ
た
」「
藤
原
さ
ん
の
講
演
は

と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
に
は
必
要
な
内
容
だ

と
思
っ
た
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。
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上から、ふくしげたつ38、ほりまさ３の１、
ビゴラス メビウス ノッチ

テープカットの様子

ゴールゴール　木山市長と記念撮影ゴール　参加賞（特産品）を手に記念撮影

走行風景

11㎞の部　スタート前記念撮影

66㎞の部　スタート スタート　石川実行委員長あいさつ

11㎞の部　比和自然科学博物館（エイド）66㎞の部　イザナミ茶屋（エイド）66㎞の部　湯川コミュニティセンター（エイド）

　

10
月
23
日
、
三
次
家
畜
市
場
で
第
94
回
広
島

県
畜
産
共
進
会
「
種
畜
の
部
」
が
開
催
さ
れ
、

庄
原
市
内
か
ら
は
27
頭
（
肉
用
種
20
頭
・
乳
用

種
７
頭
）
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

肉
用
種
種
牛
の
部
（
子
牛
の
部
）
で
は
立た

つ
か
わ川

道み
ち
か
ず和
さ
ん
（
東
城
町
）
出
品
の
「
ふ
く
し
げ
た

つ
38
」
が
、
肉
用
種
種
牛
の
部
（
成
牛
の
部
）

で
は
赤あ

か
ぎ木
一か

ず
お
き超
さ
ん
（
東
城
町
）
出
品
の
「
ほ

り
ま
さ
３
の
１
」
が
、
乳
用
種
種
牛
の
部
（
第

１
区
）
で
は
、
才さ

い
き木
敏と

し
き希
さ
ん
（
峰
田
町
）
出

品
の
「
ビ
ゴ
ラ
ス　

メ
ビ
ウ
ス　

ノ
ッ
チ
」
が
、

そ
れ
ぞ
れ
首
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
立

川
道
和
さ
ん
出
品
の
「
ふ
く
し
げ
た
つ
38
」
が

肉
用
種
種
牛
の
部
で
総
合
首
席
を
獲
得
す
る
な

ど
、
庄
原
の
和
牛
・
乳
牛
が
優
秀
な
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　

今
回
の
結
果
で
、
市
内
農
家
の
飼
養
管
理
技

術
の
高
さ
を
改
め
て
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
中
国
地
方
有
数
の
畜
産
地
帯
と
し

て
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
、
関

係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
家
畜
の
改
良
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

10
月
30
日
、
庄
原
市
斎
場
の
落
成
式

を
行
い
、
同
日
、
見
学
会
も
行
い
ま
し

た
。

　

老
朽
化
に
伴
い
、
平
成
29
年
度
か
ら

整
備
を
行
っ
て
き
た
庄
原
市
斎
場
は
、

愛
称
を
「
和な

ご
み

の
丘
」
と
し
、
火
葬
を
行

え
る
だ
け
で
は
な
く
食
事
を
し
な
が
ら

休
憩
で
き
る
待
合
室
や
、
通
夜
・
葬
儀

を
行
う
こ
と
の
で
き
る
式
場
を
併
設
し

た
一
体
的
な
施
設
で
す
。
近
年
の
地
域

実
情
を
踏
ま
え
、
祭
壇
を
常
設
し
た
式

場
の
ほ
か
、
待
合
室
な
ど
新
た
な
設
備

を
設
け
、「
心
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
施

設
」
と
し
て
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

火
葬
部
門
と
待
合
部
門
が
11
月
１
日

か
ら
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
葬
祭
部

門
は
、
駐
車
場
拡
張
工
事
に
合
わ
せ
、

来
年
４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

　

見
学
会
参
加
者
は
、「
こ
れ
ま
で
の

庄
原
市
斎
場
と
全
然
違
う
。
新
し
く

な
っ
て
安
心
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

庄原市内農家の和牛・乳牛が大躍進！
第94回広島県畜産共進会

農業
振興課

新しい機能を備え一部使用開始
庄原市斎場「和の丘」落成式

市民
生活課

比婆いざなみ街道のＰＲと沿線地域の活性化を図る
いざなみック２０１８～第２回比婆いざなみ街道マラニック～

いちばん
づくり課

写真左から、堀井市議会議長、顔常務副市長、木山市長

　

11
月
１
日
・
２
日
の
２
日

間
、
綿
陽
市
人
民
政
府
の
顔が

ん

超ち
ょ
う

常
務
副
市
長
を
団
長
と

す
る
綿
陽
市
友
好
訪
問
団
６

人
が
、本
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

庄
原
市
と
綿
陽
市
は
、
平

成
２
年
に
「
経
済
技
術
友
好

協
力
協
定
」
を
締
結
し
、
25

年
以
上
、
友
好
交
流
を
継
続

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

公
式
訪
問
に
加
え
、
両
市
の

小
中
学
生
や
議
会
関
係
者
な

ど
の
相
互
訪
問
な
ど
に
よ
っ

て
友
好
関
係
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

　

訪
問
団
は
１
日
に
木
山

耕
三
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、

顔
超
団
長
か
ら
、「
こ
の
た

び
、
庄
原
市
を
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
う
れ
し
く
思
う
と
同

時
に
、
さ
ら
な
る
提
携
と
協

力
が
で
き
る
こ
と

は
大
変
光
栄
な
こ

と
と
感
じ
て
い
ま

す
」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
今
回

は
、
２
０
２
０
年

度
に
協
定
締
結
か

ら
30
周
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
記

念
行
事
の
あ
り
方

な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
来

年
９
月
開
催
予
定

友好と交流の絆を深める
中国四川省綿陽市友好訪問団が庄原市を訪問

企画課

の
第
７
回
中
国
（
綿
陽
）
科

学
技
術
都
市
国
際
科
学
技
術

博
覧
会
へ
の
招
待
も
あ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇

談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
団
は
、
国
営
備
北
丘

陵
公
園
お
よ
び
庄
原
市
有
害

鳥
獣
処
理
施
設
を
視
察
し
、

同
処
理
施
設
で
は
、
施
設
の

概
要
や
イ
ノ
シ
シ
の
処
理
数

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、

作
業
の
様
子
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
交
流
を
通
し
て
、

両
市
の
友
好
協
力
関
係
と
相

互
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

いざなみック2018 参加者

66㎞の部 149 人

11㎞の部 186 人

合計 335 人

大
会
の
様
子
は
「
い
ざ
な
み
ッ
ク
」
公
式
Ｈ
Ｐ
上
の
写
真
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
式
Ｈ
Ｐ　

http://shobara-m
aranic.com

/

　

10
月
28
日
、
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
沿
線
を

舞
台
に
、
タ
イ
ム
や
順
位
に
と
ら
わ
れ
な
い

マ
ラ
ニ
ッ
ク
を
通
し
て
、
庄
原
市
の
魅
力
的

な
食
や
伝
統
文
化
、
景
観
な
ど
を
発
信
す
る

イ
ベ
ン
ト
「
い
ざ
な
み
ッ
ク
２
０
１
８
～
第

２
回
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
マ
ラ
ニ
ッ
ク
～
」

を
開
催
し
ま
し
た
。「
い
ざ
な
み
ッ
ク
」
と

い
う
愛
称
は
、
こ
の
マ
ラ
ニ
ッ
ク
大
会
に
よ

り
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
今
回
か
ら
採
用

し
た
も
の
で
す
。

　

本
年
の
コ
ー
ス
は
、
庄
原
市
比
和
総
合
運

動
公
園
（
比
和
町
）
を
ス
タ
ー
ト
し
、
熊
野

神
社
（
西
城
町
）、
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー
ド
（
高

野
町
）
を
経
由
し
、
ス
タ
ー
ト
地
点
に
帰
る

「
66
㎞
の
部
」
と
、
同
じ
く
比
和
総
合
運
動

公
園
を
ス
タ
ー
ト
し
比
和
町
内
を
巡
る
「
11

㎞
の
部
」
で
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
朝
こ
そ
少
し
雨
が
降
っ
て

い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
天
候
も
回
復
し
、
昼

に
は
気
持
ち
の
良
い
秋
晴
れ
と
な
り
ま
し

た
。
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
は
中
国
山
地
の

山
々
の
絶
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
地
元
の
皆

さ
ん
が
運
営
し
た
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

比
婆
牛
や
し
し
汁
、
リ
ン
ゴ
、
お
こ
わ
な
ど

街
道
沿
線
の
お
い
し
い
食
を
堪
能
し
て
い
る

様
子
で
し
た
。

　

参
加
し
た
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
は
「
地

元
食
材
の
食
事
は
最
高
だ
っ
た
」「
紅
葉
の

き
れ
い
な
庄
原
の
山
々
を
眺
め
な
が
ら
走
る

こ
と
が
で
き
楽
し
め
ま
し
た
」「
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
ふ
れ

あ
い
や
沿
道
か
ら
送
っ
て
く
れ
た
温
か
い
声

援
が
心
に
残
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。


